





























































































































































































































































日本各地の住居 ○ ○ ○
和室のしつらいと季節の対応 ○ ○
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湯葉などの大豆加工食品、みそやしょうゆなどの大豆の熟成食品、昆布やか
つおぶし、切り干し大根や干瓢等の乾物、和の食材について触れ、もてなす
食事として和食の献立、調理、配膳、マナーをトータルに学び、和食につい
ての学びを深める内容になっている。また、視野を世界に広げて他国の料理
についても学び、それぞれの国で伝承されてきた料理の特徴や良さを理解し
ながら、和食の良さも再認識できる学習内容となっている。調理実習例では、
日常の食事例として「日本型食生活」のごはんとみそ汁を主にした一汁二菜
や一汁三菜の食事の整え方、簡単な野菜料理の例としてれんこんのきんぴら
とかぼちゃの煮物、乾物を使った料理としてひじきのサラダと高野豆腐の卵
とじと豆のサラダが紹介されている。また、家族の食事の和食例では、いな
りずしといり鶏とあさりの潮汁、デザートにどらやき、応用に切り干し大根
の和え物が掲せられている。食生活の文化と知恵というテーマでは、日本の
食文化と世界の食文化の両方を取り上げており、ユネスコ無形文化遺産に登
録された「和食」の特徴をしっかり捉えられるよう配慮されている。私たち
は、この素晴らしい無形の食文化を理解し、生活のなかで具現化し、次の世
代に伝承する役割を果たせるであろうか。伝承したい、伝承しなければなら
ないという意識を育てるために、学習指導・支援の方法を工夫しなければな
らない。
（高校教科書 P.175から引用）
ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食の特徴」
　ユネスコに申請した「和食」は、料理そのものを指すのではなく「無形」
である「日本人の伝統的な食文化」を指している。申請では、「和食」を
食事という空間の中で「自然の尊重」という精神を体現した社会的慣習で
あるとしている。和食が「世代から世代へ伝承され、自然と相互作用及び
集団に対応して絶えず再現」されるものとして認められた。
・多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重
・栄養バランスに優れた健康的な食生活
・自然の美しさや四季の移ろいの表現
・正月などの年中行事との密接な関わり
 95
　衣生活に関わる内容では、まず、針と糸を使うということが伝承する技術
であり、文化である。私たちの先人は、生活の中のさまざまな布を用い、針
と糸を使い、着る物や生活用品をまかなってきた。その中で生まれた無駄の
ない縫い方には名前が付き、今も手縫いの基本技術として教科書に掲載され
ている。日本の伝統・文化としては、和服の特徴や着方、たたみ方、立ち居
振る舞い、行事や儀式での着用、反物の産地、文様などを取り上げている。
京都市内では日本人観光客だけでなく外国人観光客もレンタル着物を着付け
てもらい観光している姿が多く見られるようになった。また、洗える着物や
ミシン縫いプレタポルテの浴衣や着物が帯や下駄、草履等とセットで安価で
購入できるようになったため、和服は以前より身近に感じられるようになっ
た。着物の仕立てで用いられる和裁の技術（縫い方）は非常に洗練され工夫
が多く伝承に値する技術であるが、現在では専門化され、高校の普通教科の
家庭科には登場しない。着物の「繰り回し」からは、先人の知恵と最後まで
資源を大切に有効に活用する姿勢が見られ感心させられる。
　住生活に関する内容では、伝統的な日本の家屋の持つ良さや工夫、日本の
風土や暮らしに合わせてできた特徴ある各地の住居を紹介している。和室の
「しつらい」は季節の変化を感じ自然とともに暮らすという気持ちの表現で
ある。気負うことなく自然とともに生活を愛する先人の心性が感じられる。
　将来に目を向け、育ってきた環境から巣立ち、これから自分の未来の生活
を切り開いていく高校生が、自分の生活をどのように創っていくのか、これ
からの出会いや別れにどのように向き合っていくのか、学ぶことはたくさん
ある。新しく便利なものが良いと決めつけず、自分にとって必要なひと、も
の、ことを考える姿勢を身に付けさせたいものである。
４．家庭科教科教育法の指導に向けて
　前述した家庭科教育における伝統と文化の内容について講義で話すと、家
庭科の教職を取る学生の中にも知らなかった、興味関心を持ってこなかった
という者が多くみられる。調理実習で「だしをとる」のは何故か。被服製作
で「手縫いの基礎」を教えるのは何故か。と問いかけると、「教科書に載っ
ている。」「家では市販のだしの素を使っているが知っておいた方がよいのだ
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ろう。」「ちょっと直したりするのに縫えた方がよいかも。」などの消極的意
見が多くみられる。何故これを教えるのか、体験させるのか、学ばせる必要
性があるのか、指導者の側に明確な目的意識がなければ、児童や生徒には伝
わらない。特に伝統や文化に触れる内容のところは、指導案を考え授業を計
画させても、学生自身が勉強したことを披露するところで一息ついてしまい、
ここから何を学ばせたいのか、どうやって学ばせるのかまでは至らない状態
である。
　家庭科教科教育法では、教職を目指す学生たちに、まず、自身の教育目標
が持てるように、始めにしっかりと指導したい。私たちが受け継ぎたい、次
世代に受け継がせたい伝統や文化は何だろう。それらは、児童や生徒が普通
に暮らしていたら伝わるものではなくなっている。家庭科教育でできること
には限界があるが、何を教えたらよいか、何を体験させたら伝わるか、何を
考させたらよいかを、指導者として考える機会を持たせたい。
５．終わりに
　今回は、家庭科教育で伝統や文化に触れる内容について見てみた。衣食住
の領域のみにとどまらず、家庭科教育のすべての学習を通して、自分が文化
の伝承者（受け継ぎ、次の世代に伝える者）たる自覚を持たせたうえで学習
させたい。そして、自分らしい暮らしのあり方を考え実践する力を育てたい。
　そのためには、家庭科教科教育法の指導の始めに、指導者を目指す学生自
身が、文化の伝承者としての自覚が持てるように、「何故、伝統や文化につ
いて学ばせるのか。」「何を学ばせるのか。」しっかり考えられるよう指導し
たい。
　小・中・高の家庭科の伝統や文化に触れる具体的な指導計画、授業の工夫
いついては以後の課題とする。
〈参考文献等〉
・小学校学習指導要領（平成29年３月31日公示）文部科学省ＨＰより
・中学校学習指導要領（平成29年３月31日公示）文部科学省ＨＰより
・「変わる家族・変わる食卓―真実に破壊されるマーケティング常識―」岩
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村暢子　勁草書房　2003年
・「〈現代家族〉の誕生―幻想系家族論の死―」岩村暢子　勁草書房　2006年
・「普通の家族がいちばん怖い―徹底調査！破滅する日本の食卓―」岩村暢
子　新潮社　2007年
・「家族の勝手でしょ！―写真274枚で見る食卓の喜劇―」岩村暢子　新潮社 
2010年
・「家族は孤独でできている」石川結貴　毎日新聞社　2006年
・小学校教科書「新しい家庭５・６」東京書籍　平成29年２月10日発行
・中学校教科書「新編　新しい技術・家庭　家庭分野―自立と共生を目指し
て―」東京書籍　平成29年２月10日発行
・高等学校教科書「家庭総合―自立・共生・創造―」東京書籍　平成29年２
月10日発行
